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図版 1 薬王寺古墳群

(1) 4号墳石棺 ・葦石検出状況(東から)

(2) 4号墳石棺・側石検出状況(東から)



図版 2 木津川河床遺跡出土の円窓付土器

(1)遺物出土状況SXOl(西から)

(2) 円窓付土器 (正面から) (3) 同 (側面から)



薬王寺古墳群発価調査概要

薬 王 寺古 墳 群発 掘 調査 概 要

山 下 jE 

1. はじめに

薬王寺古墳群は，福知山市多保市小字薬王寺に所在する。当地は，国鉄福知山駅から南

東へ約 71anの位置にあり，由良川の一支流である土師川と兵庫県側から流れてくる竹田川

とが合流する付近の丘陵上に立地している。

土師川 ・竹田川の合流点付近は，その北側にある長田野丘陵によって，由良川本流域と
むとベ

耐されており，小規模な谷底平野を形成 している。当地域は，古代には「六人部郷Jと呼

ばれた地で，現在も地名の中に残る。乙の六人部地域は，中世城館等の追跡の存在は知ら

れていたが，それ以前の歴史については未解明な点が多かった。しかし近年，開発に伴う

調査が多く実施される乙ととなり，その結果として多くの追跡、が発見され，六人部地域の

歴史的な姿が徐々に明らかになりつつある。

六人部地域には，古墳時代後期になると多くの古墳が造営される。前 ・lド期lζ属するも

のは現在までのところ発見されておらず，最古のものは，木棺直葬墳である後青寺古墳で，

6世紀初頭に比定されている。 6世紀中頃には，六人部地域唯一の前方後円墳である男塚

古墳や近年調査が行われた小屋ヶ谷古墳が造られており，埋葬施設は横穴式石室を採用し

第 1図調査地位置図
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第2図 周辺遺跡分布図(古墳時代) s = 1/25，000 

1.薬王寺古墳群 2.庵戸山古墳群 3・4.庵戸山古墳 5.境谷古墳群 6.み乙し塚古墳
7・8.古墳 9.城ノ尾古墳 10. 男塚古墳 11.姫塚古墳 12. 中地古墳 13.小屋ケ谷古墳
14.後青寺古墳 15. 洞楽寺遺跡 16.洞楽寺古墳 17. 古 墳 18. 口田野古墳
19. ケシヶ谷遺跡 20.奥谷西遺跡

ている。これ以後も横穴式石室墳が造られるが，まばらな分布を示す。これに対して竹田

川をはさんだ対岸(竹田川左岸)の丘陵には，庵戸山古墳群(11基)，境谷古墳群(6基)等の

横穴式石室を埋葬施設とする群集墳が存在する。乙のように一つの川をはさんで古墳の分
(邑'1)

布状況が異なるととがこの地域の特徴となっている。古墳時代後期の集落は， 竹田川右岸

の丘陵上の洞楽寺追跡 ・ケ シヶ谷追跡 ・奥谷西遺跡、の中で発見されている。

調査は，近畿自動車道舞鶴線建設に伴うものである。薬王寺古墳群の調査は，昭和58~

60年度にわたって実施してきた。今回報告するものは，工事中に新たに発見された 2基の

箱式石棺(薬王寺 4 ・ 5 号墳)の調査の概要である。調査は昭和60年 5 月 17 日 ~7 月 24 日の

問実施した。
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薬王寺古墳群発掘調査概要

2.調査概要

今回の調査は，先述したよう に工事中に発見された 2基の箱式石棺の調査である。発見

した順に古墳の番号をつけた。標高の高い位置にあるのが 4号墳，低い方が 5号墳である。

当古墳群は，すべて東から西へ傾斜する丘陵の稜線上に位置する。 1~3 号墳が，傾斜

変換点の緩傾斜地に立地するのに対して 4 ・ 5 号墳は 1 号墳の東方30~40mの地点に

あり，傾斜角20度前後という急傾斜地に立地している。

調査対象古墳は，工事に付随して発見されたため，調査前の旧状はほとんど失われてい

たので，主体部(箱式石棺)をI-IJ心にした調査となった。

(1) 4号墳

墳丘と立地 棋高86m付近に位置する。発見された時は，墓拡西半分が削り取られ，棺

材が露出し，また石棺の東側も一部掘削が入り，その土砂が周辺につまれている状態であ

った。そのため墳丘，外表施設に関しては不明な点が多いが，石棺の南東方でL字型に石

棺を囲むように走る講を検出した。乙の講は，幅O.8~1. Om，深さO.2~0. 4mを浪IJり，溝

第3図 薬 王 寺 古 墳群分布図
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内からは，須恵器喪が破砕された状態で出土してお り，墳丘部を画する溝の可能性がある。

また石棺長軸 ラインの土の;唯積状態から，墳正は若干の盛土を行って築造されている 乙と

がわかった。

吋〉ぐミ』
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第4図 4号墳石棺実測図 (スクリーント ーン部は粘土〉
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薬王寺古墳群発掘調査概要

埋葬施設 墓拡は，墳丘の西半分が工事のため削り取られていたため不明な点が多いが，

その規模は，長さ3.3m，幅1.6m(現存幅)，深さO.75mを測る。

石棺は，乙の墓拡の中に直接棺材を立て並べた上l乙査石を架ける組合式の箱式石棺であ

る。主軸は南北方向にあり，方位は N160Wである。棺材を据えるために拡底をさらに掘

り下げる作業は見られない。棺材は， ff音褐色を呈する片岩で，両長側石4枚ずつ，両木口

石 1枚ずつ，蓋石 5枚 ?で構成される。東側石は，土圧等によって内傾しているが，西側

石はほぼ垂直に立つ。南木口石は，側石の外側lζ，北木口石は内側にそれぞれ据えており，

また側石も南から北lζ向かつて棺の隔が狭くなってゆく棺材の組み方をしている。蓋石は

一部が棺内Iζ落ち込んでいたが，葦石間の接合面には，同様の板石を数枚配置したり ，ま

た粘土で目貼りを行う乙とによって，蓋石の安定 ・ 棺の密~iを図っている。蓋石は，その

重なり具合から考えて， 北から!煩lζ架けてゆき，南端lζ一番大きな板石(長さ 1.1m x幅

O. 4~O. 75m，厚さO.15m)を配置している。

棺底lとは，板石 ・粘土等による床の形成は認められない。ただ，北木口石とそれに接す

る東西の両側石の計 3 枚で íHJ 字形lζ画された部分には，棺底に 2~5 cm 程の自然石と

黄白色粘土で一種の床面を作り ，その上に鉄鍛(19本か?)がまとめて置かれていた。また

南木口石近くには 2個の自然石があり，黄白色粘土で安定させており，棺の構造から頭位

が南と考えられるため，この石は枕石と推定される。

棺の内法は，棺底で長さ 1.92m，北木口幅O.52m，南木口幅O.60m，上端から棺底まで

の深さはO.3~O. 4mを測る。

(2) 5号 墳

墳丘と立地 標高81m付近

の丘陵上に立地する。石棺の

みが残り，周辺は工事のため

削平され，平坦な斜面となっ

ていた。そのため墳正 ・外表

施設に関しては不明である。

ただ， 1 ~4 号墳に認められ

た墳正を画する溝が検出でき

なかったことから，無墳丘の

可能性が強い。

埋葬施設 埋葬施設は，荒

石 ・{JlIJ石 ・木口石から構成さ

/ 

三1-
出 盛 田 血

援警動域嶺:竺二
第5図 5号境石橋実測図
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れる組合式の箱式石棺である。墓拡は，長さ2.0m，gJ央部I福O.64m，確認面からの深さ

O. 15~O. 25mの規模をもっ。拡底においては，さらに南木口石及びそれと接する西側石の

2枚の棺材を据え置くためにL字型の溝を穿っている。

石棺は，南北方向に主軸をもち，方位は N350Eである。棺材は 4号墳と同様の片岩

で加工痕は認められない。蓋石は， 4~5 枚の板石を北から }I買に据えて，南端に一番大き

な板石を配している。粘土による目貼 りは認められない。棺の側壁をなす木口石 ・側石は，

前者は1枚ずつで構成されるが，後者は一部しか検出することができず，その石の配置は

今一つ明らかでない。ただ蓋石を除去した段階で，棺内部l乙倒れ乙んでいた側石も少なく，

もともと四周を完全に板石を立て並べて組んでいた可能性は少ない。

棺底lζは，板石 ・粘土等による床の形成は認められず，また棺内 ・墓拡から遺物は出土

していない。

棺の規模は，棺の側壁部lζ関して今一つ明らかでないため，推定した数値も入るが，内

法は，棺底で，長さ 1.65m，北木口幅O.4m，南木口幅O.55m，また上端から棺底までの

深さO.2mを測る。頭位は棺の構造から南と考えられる。

3. 出土 遺 物

遺物は 4号墳の墳圧を区画

する溝から破砕された須恵器饗

I ¥ - j ~一匹 -1し p

が，また 4号墳の棺内からは

鉄鍛(19本?)が一束になって出

土している。ここでは鉄鉄のみ

-l ~- ~ -! I一 四

を一部取 り上げる(第 6図)。
-H-!!l! 

鉄鍛は，すべて椋箆被鍛の片

す(注2)
刃箭式l乙属 る。断面は，刃部

j 1 ¥1 K ¥11 -11ー図

が長い二等辺三角形，箆被が長

方形，茎が方形である。鍛身の

形態は，闘を有するものと無い 11 ¥1 1) H -~ 1-o -~i-@ 

ものとに分けられる。いずれも

柄に着装されており，茎部l乙は

木質が残る。また 4の箆被に

1'1 
も3

。 戸別
は木質の上l乙樹皮が残る。 4の

鉄鍛から径O.8cm前後の竹と思 第6図 造物実測図

- 6 



薬王寺古墳群発掘調査概要

われる柄lζ装着し，柄の上に樹皮を巻いて固定していたと考えられる。

4.小結

ζれまでの薬王寺古墳群の調査によって得られた知見 ・問題点を整理して結びとしたい。

① 薬王寺古墳群は 5基(以上)の古墳から構成されるととがわかった。

① 4・5号墳は，当初予想できないようなE陵の急傾斜地に立地しており，さらに 4・

5号墳の上方にも古墳 ・埋葬施設が存在する可能性がある。

③ 墳正は，斜面の上方に溝をめぐらし，斜面下方に盛土して墳丘を築造する方法が，ほ

ぼ共通してみられる。そのため外観からは，古墳と認識し難い場合が多い。

④ 埋葬施設は，石棺 ・木棺という棺材のちがいはあるものの，一段の墓拡の中lζ組み合

わせて棺を構成する直葬系のものである。

⑤ 4号墳を除いて，墳正をもつものは，一墳丘lζ複数の埋葬施設が見られること。

⑥ 墳正の規模 ・立地，副葬品の量 ・質から 1号墳の優位性が窺える。特に 1号墳第 1主

休部からは，土器類とともに鉄製馬具 ・直万 ・鍛 ・万子が副葬されてお り， 他の主体部

l乙比べ優る。

⑦ 出土した遺物は 6世紀初頭~前半代に属するものである。

(1-1，下 正=当センタ ー調査課調査員)

注 1 山城考古学研究会編 『丹波の古墳 I一由良川流域の古墳ーj1983 

注2 後藤守一「上古時代鉄鍛の年代研究Jr人類学雑誌j54-4 1939 

- 7 -
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古墳陥|墳形と規模 |埋葬施設 [棺お畠覆 |墓拡の規模 | 遺物とそのあり方

]号墳 方墳 -I駐 日 m

5. 6m x2. 8m i墓拡上須恵器杯身 ・

東西 10m 組合式木棺 幅北木口0.85m 深さ 0.5m 蓋，高杯，短顎

南北 10m 両木口ICli業混 南木口0.85m 査，土師器翠

り粘土塊を配
棺上? 鉄製品:馬具

する。
轡(1)，直万(1入

鉄鍛制，万子

(1) 

第 2主体部
1. 45m xO. 55m |遺物なし
深さ 0.3m

第 3主体部 長さ 3.9m 5.1mx2.2m 墓拡内須恵器杯

組合式木棺 短辺 1.1m 深さ 0.4m 棺内須恵器杯身 ・蓋

(転用枕か?)

鉄鍛(10)

2号漬
円墳

第 1主体部
2. 65m x 1. 45m 

|棺上?一東西 8.0m 深さ 0.3m (or桔内)

南北 8.5m
第 2主体部 長さ 2.6m 4. 9mxl. 8m 基上須恵、器~

組合式木棺 幅北木口 0.4m 深さ 0.5m 慕拡上須:恵、器杯蓋

両木口には， 南木口 0.5m 墓拡内(棺内) 須恵器

軍事混り粘土塊 柄、身・蓋(3セ

を配する。 | ツ卜)開1)
棺内管玉(1)

3号墳 方墳 第 1主体部 長さ 1.62m 2. 2m xO. 7m 遺物なし

東西 4.8m組合式箱式石棺 幅北木口0.45m 深さ 0.4m

南北 5.0m 側石，底石，
葦石より構成

南木仁10.45m

されるが，蓋
石は，すでに
抜き取られて
し、7こ。

第 2主体部 長さ 1.62m 2. 1m xO. 8m 遺物なし
組合式箱式石棺 幅北木口0.37m 深さ 0.5m
側石，底石，
蓋石より構成

南木口0.39m

されるが，蓋
石は，すでに
抜き取られて
いfこ。

墳丘裾須恵器聴

組合式-l長さ 1.95 3.3mX1.6mー以ヒ 棺内 鉄鍛09本?)
号墳 南北 10m

側石， 蓋石よ 幅北木口0.52m 周iPi 須恵、~*箆
東西 ? 

|高さ ? 
り構成 南木口0.60m 深さ 0.75m

5号墳 墳丘なし? 組合式箱式石棺 長さ 1.65m 2. Om xO. 64m 遺物なし

側石，蓋石よ 幅北木口 0.4m 深さO.15~ 
0.25m 

り構成 南木口0.55m (確認面より)

付表 1 薬王寺古墳群調査の概要
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昭和60年度発掘調査略報

1.下

所在地

調査期間

調査面積

与謝郡野田川町字三河内810

昭和60年 5 月 20 日 ~ 7 月 19 日

約 260m

一昭和60年度発掘調査略報一

畑 遺 跡

はじめに 今回の発掘調査は，下畑遺跡が存在する府立加悦谷高等学校の校舎新築工事

に伴う調査である。

下畑遺跡が所在する野田川町は丹後半島の基部に位置 し， 町内の中央部には野田川が縦

貫し，加悦町 ・岩滝町域を含む流域には，加悦谷と呼ばれる小平野が形成されている。当

地域は古くから聞け，弥生時代の銅鐸が出土した比正尼城遺跡 ・須代神社遺跡をはじめと

して，全長145m・後円部径115m・後円部高14mの規模をもっ日本海側でも有数の前方後

円墳である蛭子山古墳等，数多くの遺跡、が存在している。乙の加悦谷地域は遺跡の分布密

度も高く，丹後地域の中でも一つの中心的な地域であったと判断される。

下畑遺跡は，昭和47年に実施された的立加悦谷高等学校の体育館新築工事に伴い，工事
〈注 1)

巾偶然に発見された遺跡である。弥生

時代から鎌倉時代にかけての遺物が，

当時の調査により出土している。その
〈注 2) 注 3)

後，当遺跡は昭和56年 ・57年の 2回，

校舎改築工事に伴う発掘調査を当調査

研究センタ ーが実施している。昭和57

年の調査では，鎌倉時代の木枠組の井

戸 1基を検出し，井戸内および井戸掘

形部分から多量の黒色土器と木製の下

駄 ・はし ・漆器椀 ・杓子状木製品等が

出土している。

調査の概要 調査地は休育館の東隣

りに位置している。乙の体育館は丘陵

を削平して建設されており，調査地は 第 1図調査地位置図 0/25，000)
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正陵裾部分にあたる。

調査の結果，調査地西端部では地表下約50cmで黄灰色粘質土の地山面を確認した。地

山上層には暗茶褐色粘質土(弥生時代の遺物包含層)が認められた。乙の遺物包含層は調査

地西部にしか存在せず，中央部以東では灰色系の砂層と粘性砂層が厚く堆積していた。こ

の砂層中には黒色土器等の遺物を多数包含していた。それらの遺物包含層は西から東方向

に下り傾斜を持っており，調査地東端での地山面は地表下約 1.8mと深く，黒色土器を包

含する砂層は約 1mの堆積を持っていた。

今回の調査では，鎌倉時代以降の溝と杭列のほか，弥生時代の溝と墓拡とみられる土拡

を検出した。弥生時代の墓拡は掘形全長約3.8m・幅約1.8m ・深さ約60cmを測り，棺部

分は全長約2.3m・幅約O.5mの規模であった。また墓拡lζ隣設して直角に曲る溝の一部を

検出し，その溝中より把手付査と婆の出土をみている。

出土遺物には弥生時代の土器のほか，古墳時代の土師器 ・須恵器，平安時代から鎌倉時

代にかけての黒色土器 ・土師器 ・須恵器 ・輸入陶磁器等の破片がみられる。また，北宋銭

の一つである政和通宝(l111~1117) が 1 枚出土しているほか，木製下駄の片方(右足用)の

出土もみている。

まとめ 今回の調査では， 当初予想された平安時代から鎌倉時代の集落に伴う遺構の検

出はみられなかった。ただ，土層の堆積状況等からみて，当時の調査地周辺は水田として

使用されていた可能性が高い。

昭和47年調査の段階で，弥生時代の遺構が調査地近辺に存在するものと推察されていた

が，今回の調査において弥生時代中期末の遺構を確認した乙とは大きな成果であった。検

出した墓拡と溝は方形周溝墓の一部と判断できるが，調査地の端部で部分的な検出でもあ

る乙とから確定するまでにはいたっていない。もともと弥生時代の遺構等は調査地の東部

にも広がっていたとみられるが，鎌倉時代あた りの段階で遺物包含層とともに遺構も東方

からの開墾により削られたものと判断される。(竹原 一彦)

注1 r下畑遺跡発掘調査略報』野田川町教育委員会 1972 

注 2 竹原一彦「下畑遺跡発掘調査概要J(f京都府遺跡調査概報』第4冊 (財)京都府埋蔵文化

財調査研究センター) 1982 

注 3 竹原一彦「下畑遺跡発掘調査概要J(1'京都府遺跡調査概報』第6冊 (財)京都府埋蔵文化

財調査研究センター) 1983 
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所在地

調査期間

調査面積

2. 仁 回

福知山市大字宮小字城山

昭和60年 6 月 27 日 ~ 8 月 23 日

約 200m

一昭和60年度発掴調査略報ー

城 跡

はじめに 当調査は， 近畿自動車道舞鶴線建設工事に伴う事前調査である。

仁田城跡は，土師川の左岸の低位段丘上に立地し，土師川と竹田川の合流点を中心とし

た平野を見渡すととのできる眺望の優れた場所に位置している。 この城跡は， r丹波志』

巻四，天田郡古城部に記事がみえ，また 『日本城郭大系Jllにおいても「宮城」として記

載されている。城郭全体の遺存状態は非常に良好なものであったが，調査は工事区間の関

係で，城跡の東側の空堀及び土塁の一部にとどまった。同時に地形測量も並行して行った。

調査概要 地形測量によると， 主郭部は，東西約30~33m ， 南北は ， 谷倶IJ で約50m ， dl 

側で約30mを測る台形状を呈する。土塁及び空堀は，西側を除く 3商l乙設けられている。

特に北側部では，カギ形lζ屈曲部を設けるいわゆる横矢掛けをなしている。土塁の大きさ

は，上部幅約1.4m， 下部幅約 8mである。 空堀底部から土塁上商までの高さは，最大約

4.4mを測る。調査した空堀部は， 肩の幅 5~6. 7m，底面の幅 2~3. 2mで逆台形を呈し

ている。 底部から肩までの深さは約1.4mを測る。空堀部からの出土遺物は，瓦器片 ・青

舷片 ・近世瓦などであるが， 14~15世紀と思われる陶穏 ・ 染付けの破片を数点検出 した。

第 l図調査地位置 図 0/50.000)

また，調査は空堀部以外に一部外側平坦地

にも及んだ。その結果 2間x2間以上の

椀立柱建物の柱穴と思われるもののほか，

十数個の小穴及び土拡を検出した。詳細は

不明であるが，これらの中からは，鎌倉時

代の瓦器 ・青磁 ・土師器などが出土した。

まとめ 今回の発掘調査は城跡の一部に

留まったが，判明した ことを簡単にまとめ

てみたい。城跡は， ~七 ・ 南 ・ 東の三方lζ土

塁，空掘を有する単郭式のものである。西

側は急峻な崖面をなし，防御的な土塁等を
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要しなかったと考えられる。郭内は調査対象外であり，全く不明である。 恐らく，城の形

状，規模からみて 「館」 的な様相を呈 していたものと考えられる。城の構築時期は，現在

戦国時代と考えている。それ以前の鎌倉時代でも周辺も含め何らかの建物等があった。と

れは，近接する大内城跡の変遷と共通してお り，関連が注目される。また，同地周辺には

多保市城跡 ・間野城跡が所在し，城館が多い乙とも注意される。(藤原 敏晃)
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第2図 仁田城跡地形測量図
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一昭和60年度発掘調査略報ー

3. 長岡京跡左京第124次(7ANENR地区)

所在地 向日市鶏冠井町西金村5番地

調査期間 H自和60年 5 月 8 日 ~ 8 月 15 日

調査面積 約 538m'

調査概要 今回の調査は，向日町簡易裁判所庁舎等新営工事に伴う事前の発掘調査であ

る。裁判所予定地は全体で約 2，280nfにおよぶが，発掘調査は建物部分を主な調査対象地

として実施した。

調査地は長岡京跡の左京二条三坊八町に当り ，近接して東側には束三坊坊間小路が予想

される。また，乙の地は長岡京の中心である宮域の朝堂院 ・内裏の真東に位置する。

今回の調査地の約30m南側において，昭和59年に行われた舞鶴倉庫建設に伴う調査では，

長岡京期の遺構は検出されなかったが，弥生時代中期の溝が l条確認されている。さらに

西側の国道 171号線の立会調査においては，縄文式土器が出土している ζ とから， 鶏冠井

遺跡及びそれ以前の追跡の範囲に該当することが予想される。

調査は，昭和60年5月8日から建物予定地 512m'を重機にて掘削を開始した。当掘削i也

は厚いコ ンク リー卜と盛土・耕作土等を除去し， 人力により精査を行った ところ， 南北に

走る中世素掘溝等の遺構を検出した。中世の遺構図を約10cm掘削して，長岡京期の土拡・

第 1図 調査 地位 置図 Cl!25，000)

溝 ・柱穴等を検出した。さら にこの面の精

査を繰り返す乙とにより，下位の弥生時代

の住居跡 ・柱穴等を確認した。

検出遺構 今回の調査により検出した遺

構は，大き く分けると 3分類される。南北

方向の中世の素掘溝群と長岡京期の土拡 ・

溝 ・柱穴群，弥生時代中期の円形住居跡 ・

土拡 ・柱穴群等である。

。中 ・近世の遺構

中世素掘溝 S D01~ S D15 

業掘構は総数が12条を数えるが，すべて

南北方向lζ走るものである。規模は長いも

ので全長約 22mを測る。幅は約 0.4m，深

- 13ー
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第2図遺構平面図

さ約 O.2mを測る。埋土は灰褐色粘土の単一層である。出土造物は，瓦器椀・土師器皿片

等がある。

。長岡京期の遺構

土拡 SK01 乙の土拡は平面形態が半月状の不定形を呈するものである。規模は長さ

約2.7m・幅約1.7m・深さ約O.lmを測る。埋土は，青灰褐色粘土の単一層である。

土拡 SK02 乙の土拡は土拡SK01の西側に近接している。平面形態は楕円形を呈し

ている。規模は長径が約2.2m・短径約 1.6m・深さ約 O.2mを測る。埋土は青灰褐色粘土

の単一層であるが，炭と焼土を多く含んでいた。 出土遺物は，土師器片 ・須恵器片 ・瓦片

等が出土した。

講 SD03 南北方向に走る溝であるが途中で切れている。規模は幅約 O.5m・深さ約

O. 2mを測り ，長さ約 8mを確認している。埋土は青灰褐色粘土の単一層である。 出土造

物は認められなかったが，直径約 5cmの円礁の石が散乱した状態で含まれていた。

柱穴群 長岡京期の柱穴は全体の柱穴群の中でも少数である。 平面形態は方形を呈する

ものと 円形を呈するものがある。規模は方形のもので一辺が約O.6m・深さ約O.2mを測る。

円形のものは直径が約O.5m・深さ約O.2mを測る。埋土は青灰褐色粘土層である。

。弥生時代の遺構

- 14-
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一昭和60年度発掘調査略報一

1. 土拡 SK52出土

2.竪穴式住居跡 SH 50出土

3.溝SD 15出土

4.土拡 SKOI出土

20cm 

第 3図 出 土遺物実 測 図
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竪穴式住居跡 SH50 乙の住居跡は直径が約 8mと推定される円形住居跡である。住

居には直径約0.3mの柱穴が 3か所確認された。規模は確認される最大直径が約6.5m・深

さ0.2mを測る。 I里土は階茶褐色粘砂質土層である。約 1cm大の炭が含まれている。出土

遺物は弥生時代中期前半の壷 ・整 ・石器 ・サヌカ イト の剥片が出土した。

土拡 S K51 竪穴式住居跡 SH50の北西に隣接している土拡である。平面形態は楕円

形を呈する。規模は長径約 2m・短径約1.5m・深さ約0.5mを測る。埋土は|清茶褐色粘土

と暗茶色細砂質土，暗灰色粘土の 3履からなり，埋土LIコには炭を多く含んでいる。出土造

物は弥生時代中期前半の壷 ・墾を約 4個体分検出した。

土拡 S K52 土拡SK51の西側に隣接している土拡である。平面形態はほぼ円形を呈

する。規模は直径約0.6m・深さ約O.3mを測る。埋土は暗茶褐色粘土の単一層である。 出

土遺物は弥生時代中期前半の聾が出土した。

出土遺物 出土造物には，縄文土器，石器，弥生土器，土師器，須恵器，瓦器，瓦等が

あるが，全体に量は少ない。乙の中でもっ とも注目すべきものとしては土拡51，住居跡50

から出土した弥生時代中期前半(第H様式)の土器群と長岡京期の土拡01・02から出土した

須恵器薬，土師器，瓦等がある。時代的には弥生時代中期前半と長岡京期，中世の遺構内

から出土したものが大半で，造物包含層内から出土したものは少量である。

まとめ 今回の調査地は，長岡京跡左京二条三坊八町の推定地にあたる とともに，弥生

時代の集落跡が確認された鶏冠井遺跡の範囲に該当する可能性が高い場所である。

今回の調査で検出した遺構には 3時期にわたっているものであるが，中世以前の長岡京

期と弥生時代との追構は重複したものであった。中世の時期においては，乙の地が南北方

向の多数の索掘構から南北方向に長い耕作地である長地型l乙利用されていた乙とが判明す

る。長岡京期については南北方向に検出した構 SD03が東三坊坊間小路の西側議と当初予

想されたが，溝が南側に続かずに途切れている点や講の両側lζ長岡京期の柱穴が確認でき

る乙とから束三坊坊間小路以外の何らかの溝と判断した。また，長岡京期の柱穴を数か所

で検出したが，建物跡としては確認できなかった。

弥生時代については，前固までの鶏冠井遺跡の調査において多数のピッ ト，構内からの

造物の出土等から集落の存在が予怨されていたが，住居跡は確認されていなかった。今回

検出の円形住居跡は北側半分だけであるが鶏冠井遺跡の範囲の広がりや，乙の地l乙lトl期前

半の集落の存在が確認された乙とは大きな意義がある。さらに乙訓地方においてもこの時

期の住居闘の発見は乙の地域の弥生時代を知る上で大きな役割をはたすものである。

(村尾政人)
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4. 長岡京跡右京第193次 (7ANNKN-2地区)

所在地

調査期間

調査面積

長岡京市友岡 1丁目1-1

昭和60年 7 月 5 日 ~ 8 月 22 日

約 400ぱ

はじめに この調査は，附立乙訓高等学校の校舎新築工事に伴うものである。乙訓高校

の東端は現在の道路面より 3m前後高くなっている。これは， 学校ができる以前i，長岡競

馬場が造られたとき，西方の段丘を削り東方に盛土したためであろう。それ以前は，谷状

の地形であったことが古い地図等から知る乙とができる。

調査地は，長岡京跡の右京六条十二町にあたり，六条大路の北側溝が推定される地点、l乙

位置する。東方約 100mの右京第 135・143次調査では長岡京期の掘立柱建物跡や柵列等が

検出されている。また，北東部の調査で長岡京期の井戸(111次)，中世の井戸(111・142・

149次)や古墳時代~中 ・近世の遺物等各時期のものが見つかっ ている。これらのことから ，

長岡京~中 ・近世の遺構等が予怨された。

調査概要 調査地に28.5X14mの長方形のトレンチを設定し，コンクリート ・盛土を重

機によって掘削するととから開始した。盛土は3~3. 6m と厚く ，その下が旧水田の耕作

土と砂磯を合んだ褐色土 ・暗褐色土となる。これより下は土混じりの砂膿層となる。

トレンチ東南部で，砂離を含んだ、黒褐色土の長さ約 2m，幅 1m前後， 深さ 20~40cmの

土拡を検出したが造物は殆ど見られなかった。乙のため，排水溝兼断ち割りを入れたとこ

ろ，北方で黄色粘土層 ・南方で黄褐色砂質土層が見つかった。黄色粘土層は固く締まって

おり，ほぼ地山と思われる。この黄色粘土

層を削り込むように溝状の凹みがあり，黄

褐色砂質土層 と の聞に幅 6~8mの 自然流

路が東西方向に走る。

出土遺物lζは，軒丸瓦，須恵;器蓋などが

ある。須恵器の蓋は端部が屈曲する。 長岡

京期lζ多く見られ，いずれも二次的な堆績

による。

おわりに 今回の調査では，時期の明瞭

な遺構は検出されなかった。削平されてい

ない段丘の東側では今後の調査で遺構の検

出が期待できる。(石尾政信)

- 17ー
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5. 長岡京跡右京第194次 (7ANKNT-2地区)

所在地 長岡京市開国三丁目

調査期間 昭和60年 6 月 19 日 ~8 月 2 日

調査面積 約 85111'

はじめに 長岡京市における開田地区とりわけ五条大路周辺は，長岡京期はもとより弥

生 ・古墳 ・中世の遺跡が集中する。当調査研究センタ ーでは京都府乙訓土木事務所の依頼

を受け，府道開国神足停車場線の拡幅工事に先立ち，昭和58年度以来，継続して発掘調査

を実施してきている。今回の調査地は，長岡京跡条坊復元図によれば六条二坊八町 ・九町

に推定され，条坊では西二坊坊間小路が調査地内を通っている。

調査概要 調査地の掘削は，盛土 ・旧水田耕土 ・床土を重機にて除去した後，人力掘削

に切り替えた。旧水田床土に続いてIjJ世および長岡京期の遺物包含屑が存在し，これらの

下層に暗茶褐色粘質土の長岡京期の遺構面を検出した。遺構面は上 ・下層に分かれ，共に

長岡京期に該当するものと言える。上層からは非常に幅の広い溝状遺構を 1条，下層では

掘立柱建物跡 ・柱穴 ・溝(2条)を各々確認している。そして，乙の下層から検出した東の

2条の溝が，西二坊坊間小路の東西両側溝になろう。西側溝は幅約2.5m，深さ約57cmを

測り，埋め土は主に淡茶褐色細砂である。遺物は土師器皿 ・杯，須恵器杯蓋などが出土し

ている。東側溝は幅約1.1m，深さ約28cmで，埋め土は暗茶褐色粘土である。遺物は西側

と比絞して僅少であった。 なお，両側溝の溝心間距離は8.6mである。 掘立柱建物跡は，

調査地位置図 0/25，000)

恐らく 2間x3聞になり，柱穴は真東西

の軸線上に並んでいる。

まとめ 西二坊坊間小路の東西両側溝

の規模と内容が明らかとなった。また，

長岡京期のより新しい時期に幅広い講が

掘り込まれ，ここに多量の遺物が廃棄さ

れた様である。五条大路との交差点に極

めて近い所だけに，西二坊坊間小路との

関係と併せて，各々の遺構の出現と消失

についてt真重に検討していきたい。

(黒坪一樹)
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一昭和60年度発掘調査略報一

6.木津川河床遺跡

所在地

調査期間

調査面積

八幡市八幡一丁畑

昭和60年 4 月 23 日 ~7 月 31 日

約 800m

はじめに 木津川河床遺跡は，宇治川と木津川が合流する付近から木津大崎にかけての

木津川河床を中心とする遺跡である。木津川河床からは，弥生時代~近世にわたる遺物が

採集されるだけでなく，古墳の存在も認められているが7 遺跡の実態は不明であった。ち

なみに，現在の木津川は明治 2年の改修により ，大幅に流路が変えられたものである。

本追跡内l乙，木津川流域下水道洛南浄化センターの建設が予定され，それに先立って昭

和57年度より当調査研究センタ ーが発掘調査を実施 しており，部分的な様相ではあるが，

徐々に明らかになっている。 特に昭和58年度の管理本館新築l乙伴う発掘調査(以下「管理

棟下調査J)では，竪穴式住居跡10基をはじめとして土拡 ・掘立柱建物跡など，古墳時代後

期の集落跡が確認されている。今回報告するのは，本年度調査 3か所のうち，管理棟下調

査地西側約50mにある汚泥脱水機棟新築予定地の発掘調査の概略である。

検出遺構の概要 今回の調査で検出した遺構は，竪穴式住居跡 3基， 土拡 l基，栄掘り

溝，柱穴群である。 以下，その概要を記す。

第1図 調査地位置図 0/50，000)
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SH01は，南北2.8m，東西3.3m

の竪穴式住居跡で，検出高は約10cm

である。後述の SH02・SH03が，

それぞれカマドを有するのに対し，

乙れはカマドをもたない。住居跡の

II油は，ほぼ南北lζ一致している。

SH02は，そのt紬を北東一南西に

とる住居跡である。短辺 3.1m，長

辺5.0m，検出高20cmを測る。東北

問に長さ 130cm，幅26cmのカマドが

設けられている。カマドを有する住

居跡は管理棟下調査においても検出

されているが，それらは住居の各々
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の辺の中央付近lζ設けられており，この SH02のタイプは初めてである。

SH03は， SH02と同一方向に軸を持つ。短辺2.75m，長辺4.2m，検出高15cmを測る。

西辺のほぼIII央に， 30x 125cmの

カマドを有する。西辺の一部と砕l

辺に沿って壁溝が検出できた。

SHOl~SH03は若干の時期差

をもつが，古墳時代後期のもので

ある。また，床面における主柱及

び支柱は，これら 3基の住居跡か

らは検出されなかった。

SX04は， SH02と重複してい

るもので，古墳時代前期の土拡で

ある。内部よ り高杯，壷(口縁部)

が比較的まとまって出土した。

その他，南北方向，東西方向の

索掘り溝を検出した。出土造物が

少なく，時期比定は困難であるが，

大まかに中世の時代区分が与えら

れるものである。

まとめ 木津川河床遺跡内の調

査は，今年で 4年目であり今まで

の調査成果を基礎に若干のまとめ

をあげておきたい。

集落として考えた場合，管理棟

下調査地は，住居跡の分布密度か

ら集落内の 「集住区」に相当する

ト

4 

ト

ト

ものと判断される。今回の調査で ト
検出された住居跡は，調査地東北

部のみであり，ここが「集住区」

の西端と考え られるが，集落全体

としてはさらに広がる可能性もあ

り，より詳細な検討を加える必要

があろう。 (岩松保)

上

H G F E 

o 
ロコエエコ
第2図検出遺構図
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木津川河床遺跡出土の円窓付土器

資料 紹介

木津川河床遺跡出土の円窓付土器

田 イヒ 弘

1. はじめに

木津川河床遺跡は，京都府八幡市に所在する弥生時代後期から室町時代にわたる複合遺

跡である。遺跡は，木津川大橋から御幸橋に至る木津川の河床約 4キロの広大な範囲にわ

たり，多数の遺物の散布が確認されている(第 1図〉。

当調査研究センターでは，木津川流域下水道浄化センター建設工事に先立って1982年度

から継続して当該遺跡の発掘調査を実施 しており，多くの成果をおさめつつある。 1982年

度の調査では， 古墳時代前期の資料を中心に弥生時代後期から「ド ・近世にわたる遺構 ・遺

物を検出し， 1983年度には弥生時代終末から古墳時代にかけての多量の土器を含む沼状遺

構をはじめ，古墳時代後期の竪穴式住居跡10基などを確認した。 1984年度は中世の素掘溝

が中心であり遺構は希薄であったが，今年度の調査では， 1983年度と一連のものと考えら

れる古墳時代

後期の竪穴式

住居跡を検出

している。

紹介する資

料は， 1983年

度調査におい

て検出した土

器溜りから出

土したもので

ある。概要報

っ

そ

行

'

に

l
カ

既

位
る

み
J

。、
J
u
a
u
 

t
口

て

の後整理を継

続したと乙ろ， 第 1図 1983年度調査位置図(・印)(1/30，000) 
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概要作成段階では確認できていなかった接合資料を新たに確認すると乙ろとなり ，事実関

係について若干訂正する必要が生じた。そこで今回，改めて検討したいと思う。

2. 遺物について

当該土器は，概要報告書中に示した

土器実測図48にあたり，休部中央lζ最

大腹径をもっ壷形土器である。肩から

胴部にかけて穿孔がみられ，円窓付土

器と呼ばれる外来系の土器に相当する

(図版 2・第 2図〉。

口頭部は残りが悪かったが，口縁内

面の傾斜部分と頚部の突帯の一部を手

掛りに第 2図のように復元した。

頭部は，短い円筒状を呈し，口縁に

至り外反する。頚部と口縁部の境目 lこ

は，断面三角形の突帯がn占り付けられ

ている。二重口縁の下端部を突帯によ

って形成したものと考える ζ とができ

るが，通常の二重口縁ではなく，それ

を擬したために生じたものであろう。

休部下半には分割成形による接合痕を

とどめる。接合lζ際しては外面から粘

土紐を補頃するため，隆帯状の痕跡を

残す。底部は小さな平底をなし，やや

問状で，削り状の痕跡がある。底部成

形時l乙粘土を掻き取った跡であろう。

調整は器表外面を部分的にへラミガ

キ，内面はナデを施す。器面が荒れて

いるため調整は明らかでない点が多い。

胎土には径 1mm程度の砂粒を顕著に

含んでいる。醗粒は石英 ・長石をはじ

めとして粘板岩 ・ホノレンフェノレス等が

主体となるが，いずれも亜円~円礁で

第2図遺物実測図

o 15cm 
-→一ー一一一一一-t

第3図 長万鉾町遺跡出土遺物

(注 2文献より転載〉
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木津川河床遺跡出土の円窓付土掠

ある。推定口径13.5cm，頚径8.3cm，最大腹径23.2cm。器高ーは約27cmを測る。

さて，この土器の最大の特徴は休部に円窓がある点である。円窓は肩部から最大腹径部

にかけて穿たれ.下縁が直線的で上縁が弧を描く楕円状を呈している。焼成前にへラによっ

て切り取られたとみられ，端面は矩形である。円窓の短径は約9.5cm，長径は17.5cmを測る。

共伴土器lζは弥生時代後期終末から庄内式期の在地の婆を始め，河内産の庄内式饗 ・古

相を呈する布留式土器等がある。当該土器は，帰属時期を限定することは出来ないが， 平

底 ・分割成形痕などの特徴を参考にして考えると，弥生時代後期終末に相当する可能性を

推すことができる。また，粘土素地 ・混和材は他のものと同じく在地のものであるので，

外来的要素を備えた在地の土器ということができょう。

3.まとめ

山城盆地では，乙れまでに円窓付土器の例は少なし管見にのぼるかぎりでは京都市長
〈注2) 注3)

万鉾町遺跡 ・長岡京跡左京第35次調査出土例があるのみである。長万鉾町遺跡では第N様

式lζ比定される査形土器が 2例確認されていて，体部が肩球形を呈し，内 1個体は調整手

法 ・施文などから搬入土器であ る可能性が指摘されている(第3図)。

円窓付土器は，尾張地域を中心に伊勢湾沿岸に濃密に分布する土器である。愛知県朝日

遺跡では 222点を確認しており，伴出土器の検討の結果，貝田町新期l乙出現し始め，高蔵

期から山中期の初期l乙盛行をむかえるととが明らかにされている。この時期の器種はほぼ

蚤形土器に限られるが，次の山，1]期から欠山期に台付円窓土器 ・円窓付楚形土器が出現す
(注4)

るに至り査に円窓を穿つ事例が減少し，次第に消滅する傾向にあるという。

乙の指摘によれば長万鉾町遺跡例は円窓付土器盛行期のものであるのに対し，当遺跡例

は弥生時代後期終末ないし庄内併行期に属するものであり ，尾張では査形土器l乙窓を穿つ

例が減少する時期にあたっている。当資料は散発的なものであり，手熔り形土器など他器

種との関係を含めて性格については改めて検討する必要があるが，興味深い事例といえる。

木津川河床遺跡では他に東海系の台付ー婆や欠山期のものと考えられる高杯の搬入もあり，

円窓付土器は乙うした土器を担った人々との交通関係の所産として評価する ζ とができる。

なお，小稿作成にあたっては，事実関係において松井忠春 ・黒坪一樹調査員より教示を

得た。文末ながら記し，謝意を表したい。(田代 弘=当センター調査課調査員)

注 1 黒坪一樹 「木津川河床遺跡昭和58年度発掘調査概要Jcr京都府遺跡調査槻報』第11冊

(財)京都府埋蔵文化財調査研究センター) 1984 
注2 r平安京左京四条三坊十三町一長力鉾町遺跡ーJ(財)古代謬協舎 1984 

注 3 r長岡京市文化財調査報告書』第14冊長岡京市教育委員会 ・長岡京跡発掘調査研究所

1985 
注4 r朝日遺跡 IJ愛知県教育委員会 1982 
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府下遺跡紹介

30. 長 岡 宮大 極殿跡

長岡京は， 桓武天皇が延暦 3(784)年lと奈良の平城京から遷した都として知られている

が，近年まで10年の短命の都であるがため研究があまり進んでいなかった。しかし，発掘

調査が進むにつれて様々なととがわかるようになってきた。これまでは，10年間の都なの

で工事もそれほど進んでいなかったろうという推定しかなされていなかった。しかし，各

条坊を区切る大路 ・小路や官街などがみつかり，かなり整備されていた ζ とが明らかにな

った。また，宮域(天皇の居所，各宮司の存在する所〉内の調査では重圏文軒丸瓦や童図文

軒平瓦が出土している。 ζれらの瓦は後期難波宮で使われたものであるから，難波宮から

長岡宮へ運ばれたことになる。つまり，長岡京の造営に際しては難波京からその資材が運

搬されたという推定が可能になったのである。

とのような発掘調査の成果もあって，文献史学の立場から もようやく研究が進むように

なった。最近の研究では，遷都当初の延暦 3~4 年頃までは難波京の資材 を用いて長岡京

を造営し， 2~3 年中断の後，延暦 8 ~9 年頃から平城京の資料を使用して再び造営事業

が活発になるという。また，平城京のときには難波京という陪都があり， r~1 国風の複都制

を採用していた。しかし，長岡遷都によって難波京は廃され，長岡京の時代以降は単一の

都になったことも明らかになってきた。

こうして長岡京に関してはしだいに明らかになりつつあるのが現段階である。乙の長岡

京の中で当時の政治が行われたのが宮内で，

そのrj:l心的建物が朝堂院である。朝堂院は

もともと政治を行う場所であったが，長岡

京の時代には政治は各曹司(各宮司の建物)

で行われ，朝堂院ではもっぱら儀式がと り

行われるようになった。その中で大極殿は

天皇が出御する場所として最も重要なもの

である。

ちょう^'

天皇が大極殿l乙出御する行事は，朝賀 ・

ム
」
の

の

と

そ
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が
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第1図遺跡 所 在地 (1/25，000)
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中で最もわかりやすいのが朝賀な

ので，これを例にとってみる。

朝賀は，正月一日に群臣が天皇

に拝礼する儀式の 乙とである。前

年の12月の終わりになる と，朝賀

の準備のため，内匠寮が大極殿の
たか み

中lζ天皇の座である八角形の高御

閤 門

府下遺跡紹介

75尺
じニエニヨニョ=ヨニニヨ

座を敷設する。皇后の座も大極殿

の中に置かれ，正月一日には揃っ

て出る乙とになる。正月一日に天

皇は小安殿で準備したあと大極殿

lζ出御し，高御座の中lζ入る。高

御座の中に入ると，天皇の姿は直

接見られないようになる。臣下は

朝堂院の各々の座につき，天皇に

拝礼するのである。このように，

天皇は臣下に対して直接顔を見せ

るような乙とをせず，閤門よ り北

側のいわゆる大極殿院は，天皇 ・

第2図大極 殿 院遺構配置図

Cf向日市史』上巻より再トレースした。〉

皇后のみの専有空間となっているのである。

長岡宮の大極殿は東西 138尺(約41.4m)，南北 72尺(約21.6m)の規模を持つが，1961年

の発掘調査の時点、で撞上積基壇の切石が失われていたため，この数値もそれほど正確なも

のではない。屋根の構造は寄棟造か入母屋造かのいずれかであったと推定されている。ま

た，後殿(小安殿)も見つかり，これまでの平城宮や難波宮では見られない形をしていた。

小安殿は平城宮'や難波宮では北面回廊と続いたが，長岡宮の段階ではじめて殿舎として独

立した。とれは儀式の整備を示すのかもしれない。

く参考文献〉

『向日市史』上巻向日市 1983

『新版長岡京発掘J NHKブックス464 1984 

上田正昭編『都城』 社会思想社 1976 

(土橋 誠)

和田 率「タカミクラ一朝賀 ・即位式をめぐってーJC岸俊男教授退官記念会編 『日本政治社舎

史研究』上塙書房) 1984 

- 25-



京都府埋蔵文化財情報第17号

長岡京跡調査だより

いよいよ夏休みの季節とな り，調査件数も増えています。との 7月・ 8月の 2か月聞に

行われた発掘調査は，下表のとおり，長岡宮跡 5件 ・長岡京跡右京域10件 ・同左京域 9件

の計24件あ ります。なかでも長岡宮跡第 161次調査では，礎石建物跡を検出し，長岡京跡

左京第 130次調査では，南一条条間大路南側溝を確認するとともに，溝内からは建築部材

| 調査次数 l 地 区 名 調 査 地 | 調 査 機 関

1 [宮内第15鍬 [7AN1C |向日市森本町下森本ら |向日市教委 [60. 7. 1 ~ 7. 9 

2 [宮内第16印0州 7AN11 |向日市寺戸町殿長印 汐 7. 15~7.28 

3 [宮内欄欄第飢1凶6臼1判 7AN6F |向日市寺戸町初回M 汐 7. 17~7.27 

4 1宮内第162次17AN13 |向日市寺戸町東ノ即日41 F 7.17 

~宮内第163次 1 7AN14K.2 |向日市鶏冠井町山畑21 /; 8. 1~ 8. 13 

6 [右京第四次17ANSKT |古山崎町円明寺門田 . 丁 !大山崎町教委 | 3.31~10. 211 

7 [右京第問次|川 NKN・2[長岡京市友岡1丁目 [ (財)京都府埋 | 7. 5~ 8.23 

8 [右京第別 次[7ANKNT.2 [長岡京市開国3丁目10 !! 6.19~ 8. 2 I 

9 [右京第防次[7ANITT孔 I長岡京市今里4丁目33H2 [ (財)長岡京市埋 | 5. 27~ 7. 7 

lOl右京第20州 7ANSTR.2 |大山崎町円明寺殿山地内 !大山崎町教委 | 7. 2 

111右京第加 次17ANGAR-3 1長岡京市弁ノ内朝日寺23 [ (財)長岡京市埋 | 7. 4~ 9. 4 

1ロ21右京第抑捌2初0ω2州 川凶4 |長岡京市今里4丁目25日 | /; 7. 15~ 8.13 

13[右京第2鰍 |川 K]S |長岡京市天神1丁目ル1 [ !! 

14[右京第204次17ANKST-3 1長岡京市長岡2丁目42日 | バ7 7.17~ 8.15 

151右京第205次[7ANKTR-2 1長岡京市開田 3丁目川 !! 8. 19~ 8.31 

161左京第胤 次17ANENR |向日市鶏冠井町西金村 I (財)京都府埋 | 5. 8~ 8.30 

171左京第凶次17ANLKC |長岡京市馬場北石ケ町1-1 1 (財)長岡京市埋 | 5.13~ 8.10 

181左京別州 7ANE]S-5 |向日市鶏冠井町十相11-1 !向白市教委 | 6. 6~8. 3 

191左京第m次17ANEIB |向日市鶏冠井町ーの坪 !! 6.20~ 7. 6 

20 1左京第m次|7ANWAN |京都市伏見区久我西出町 1 (財)京都市埋 | 6. 17~ 

21 1左京第印次17ANEKZ-5 1向日市鶏冠井町清水8 |向日市教委 ! 7. 4~ 7.31 

221左京第四 次17ANFHD-3 1向日市上植野町菱酔1 !! 7.15 

231左京第m次17ANF]K.2 |向日市上植野町浄徳10-5 !! 8. 26~ 9. 5 

241左京第即次|川 EMR・2 1向日市鶏冠井町南金村2-3 I !! 8.26~ 9. 7 

長 岡京跡調 査 地一覧表
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長岡京跡調査だより

長岡京条坊復原図

'訓

t 
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京都府埋蔵文化財情報第17号

名が記された木簡が出土するなど，多くの成果が上がっている。

乙れら 7月24日・ 8月28日の長岡京連絡協議会で報告された計24件の発掘調査のう ち，

主だったものを以下に簡単に述べる。

宮内第 159次 (1) 

宮内第 161次 ( 2 ) 

右京第 188次 ( 6 ) 

向日市教育委員会

宮域の酋辺に当り ，長岡京期の東西溝を検出した。

向日市教育委員会

宮域の北辺部に当り ，今回調査地の東北約30mの所で，北京極

大路の南北両側溝が検出されている。今回の調査では，礎石及び

根石を検出し，北京極大路lζ南接して礎石建物が在った乙とが判

明した。検出した建物跡は，東西方向 1間以上，南北方向3間以

上の規模を持ち，建物の南西端を確認した。柱跡は，いずれも 1

辺約1.2mの掘形に， 30~50cm大の石を詰めて根石となし， 最も

北側のものには 1辺約 1m，厚さ約 O.5mの礎石が残っ ている。

柱間距離は，南北・東西方向とも に3m等聞を測る。乙の建物の

位置は，北京極大路南側溝から，一番南側の柱跡が約14mの所lと

あり ， また， 宮の南北の中報l線から約 72m東に西側の柱列があ

る。

大山崎町教育委員会

大山崎町の体育館建設に伴う調査で， 長岡京跡の南縁部l乙当 る。

乙の調査地からは，中世の掘立柱建物跡 l棟 ・土拡 1基 ・溝数条，

平安時代の轍痕，古墳時代後期の竪穴式住居跡3基 ・合口斐棺墓

1基，そして弥生時代の旧河道や方形周溝墓かと思われるもの等

を検出した。

これらのうち，竪穴式住居跡は，方形のプランを呈し 1辺約

5m前後を測る。いずれの住居跡からも竃跡は確認できなかった

が，うち 1基からは，竃形土器を検出した。また， 合口斐棺墓は，

長さ約45cmの長胴の土師器婆lζ，口縁部を打ち欠いた須恵器の斐

で蓋を したものである。旧河道からは，弥生時代中期の土器が出

土し，轍痕からは，その車輪幅が約 1.7mと復元される。乙 のほ

か，縄文晩期の土器片が出土してお り，近在に縄文時代の集落の

存在を窺わせる。
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長岡京跡調査だより

右京第別次 ( 8) I 財)京都府埋蔵文化財調査研究センター

右京第 195次 ( 9 ) 

調査地は，西二坊坊間小路の推定地に当り，長岡京期の南北溝

4条，掘立柱建物跡 l棟，柱穴等を検出した。南北溝は，東から

幅約1.1mのSD04，幅約 2.5mのSD02，幅約1.1mのSD03， 

幅約 5.3mのSD01の4条である。 このうち， S D02・04の2条

の溝が西二坊坊間小路の東西両側溝に相当すると思われる。各溝

聞の距離は， SD04とSD02で約8.6m，S D04とSD03で約12.7 

m， S D02とSD03で4.1mを測る(いずれも溝心 間々)。 それぞ

れの国土座標のY値は， S D04が-27，627.4，S D02が-27，635.0，

S D03が-27，640.1である。

掘立柱建物跡は，東西3間 ・南北 1間以上の建物で， S D03の

西肩に接して建つ。乙の建物は， SDOU乙よって削られ， SDOl 

からは，土器が多量に出土している。 乙のほか SD01の西と

SD04の東で，それぞれ東西方向の柱穴列を検出した。

(財)長岡京市埋蔵文化財センター

長岡京期から平安時代にかけての掘立柱建物跡 ・柵列・溝 ・土

拡のほか，古墳時代の竪穴式住居跡 ・土拡・溝等を検出した。遺

物は，長岡京期と平安時代及び古墳~奈良時代にかけての土師器

・須恵器のほか，弥生土器や縄文土器，サヌカイト及びチャ ート

製のフレーク等も出土している。

右京第 201i'X ω! 船長岡京市埋蔵文化財センター

右京第 202次 (12) 

遺構としては，中世の溝 ・弁戸 ・土拡等を検出した。遺物は，

中世の瓦器や陶器 ・土師器のほか，長岡京期や古墳時代後期から

飛鳥時代にかけての土師器 ・須恵器，縄文土器，すり石や石皿 ・

石鍾等が出土した。

(財)長岡京市埋蔵文化財センター

乙の調査地は，長岡京の二条大路の推定地l乙当る。ここでは，

弥生時代後期の竪穴式住居跡を 2基検出した。このほか，中世の

溝とピットも多数確認している。住居跡のうち 1基は，円形のプ

ランを持っと推定され，直径 7.5m余りを測る。 両者とも壁溝が

確認されている。遺物は，弥生土器のほか，平安時代の緑軸陶器

・黒色土器 ・土師器 ・須恵器 ・瓦や，鎌倉時代の瓦器 ・陶器等も
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出土している。

右京第 203次 (ω 1 (財)長岡京市埋蔵文化財センター

縄文時代の後 ・晩期の土器片や，サヌカイト片等が出土してい

右京第 204次 (14) 

右京第 205次 (15) 

左京第 124次 (16) 

左京第 125次 (17) 

左京第 130次 (18) 

る。

(財)長岡京市埋蔵文化財センター

古墳H寺代の竪穴式住居間、や平安時代の構 ・ピット ，鎌倉時代の

溝 ・ピット ・土葬墓等を検出した。竪穴式住居跡は 1辺 5.5111 

前後の方形のプランを呈する。また，弥生時代の打製石鍛が出土

している。

(財)長岡京市埋蔵文化財センタ ー

長岡京期の土拡等を検出している。乙の土拡からは，長岡京期

の土器が多量に出土し，特lζ土師器が多い。その規模は，長軸約

5m，短期11約 3mを測る。

(財)京都府埋蔵文化財調査研究センター

中世の素掘り溝12条，長岡京期の南北溝 l条 ・土拡4基，弥生

時代の竪穴式住居跡 1基 ・土拡 4基等を検出した。 長岡京期の南

北溝は， 北に対しやや西に振れ，途中で消えている。弥生時代の

竪穴式住居跡は，一部を検出し，大半はトレンチ外にあるが，円

形のプランを呈し，直径は 6m前後と推定される。

(財)長岡京市埋蔵文化財センター

長岡京の四条大路と東一坊大路が交差する地点、に当り ，今回，

四条大路と東一坊大路の側溝を検出したほか，長岡京期の宅地割

りの溝や柵列等も検出した。東一坊大路の側溝である南北溝は，

大極殿心からの推定割 り付け心よりは西に位置するものの，この

溝から東で宅地割りの溝や棚列が検出されている。宅地割りの満

は，幅約0.3mの東西溝で，柵列は，この溝と東一坊大路倶~講に平

行して， L字状に曲がるものである。東西 3間分，南北 2間分を検

出している。なお四条大路の側溝は，乙の溝から南30m余りまで

卜レンチは延びているが，長岡京期の東西溝は検出されていない。

このほか，古墳時代の土器溜りや弥生土器を検出している。

向日市教育委員会

長岡京の左京南一条二坊十一町に位置し，昨年度当調査研究セ

nu
 

q
d
 



長岡京跡調査だより

ンターが行った左京第118次調査地の南接地に当る。左京第118次

調査でその一部を検出した南一条条聞大路南側溝を，延長約35m

にわたって確認した。溝幅は，やはり 2.5m前後を測る。 また，

乙の溝の南 1mlζは，同じ長岡京期の幅 1m前後の東西講が平行

に走り，このほか 2間x3聞の南北棟の掘立柱建物跡や柵列等の

長岡京期の遺繕を検出している。ほかにも，長岡京期の遺構に削

られた溝等がある。

南一条条間大路の南側溝からは，長岡京期の土師器 ・須恵器等

のほか，木簡が出土している。木簡のうち一枚は，r進上政所歩

板捌枚筈柳参村東柱拾根薦陸束肱木武村斗武村箕形板試枚 右載

口関口車口雨Jと多数の建築部材名が記されている。またその建

築部材を政所に車に載せ進めたと言う記事内容は，左京第 118次

調査等，周辺の調査結果を併せ，この近辺の宅地の性格を窺い知

る一端となろう。

左京第 印次 ω| 向臼市教育委員会

左京第 134次 (21) 

lt世の講 ・ピッ ト， 長岡京期の ピッ トを検出するとともに，土

師器 ・須恵器 ・瓦器 ・瓦等のほか，縄文時代後 ・晩期の縄文土器

が出土した。

向日市教育委員会

長岡京の東三坊第 1小路の東西両側溝や，同じ長岡京期の溝 ・

ピット，中世の素掘り議，古墳時代後期の自然流路等を検出して

いる。東三坊第 1小路の東西両側溝は，潜心々 間で9m余り，路

面幅で 8m前後を誤.tiる。それぞれの溝幅は，東側溝がO.6~O. 8m， 

西側溝が1.4m前後である。

遺物は，長岡京期の土師器 ・須恵器 ・木製品 ・墨書土器や，古

墳時代後期の須恵器，縄文時代晩期の縄文土器が出土した。ほか

にサヌカイトフレークも出土している。なお，墨書土器には 「国

津」 ・「井」等と記されている。

(山口 博〉
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第4回 「小さな展覧会」を終えて

昭和56年度に当調査研究センターが発足し，その年度内l乙発掘調査した成果を一般に広

く知らせ，発掘調査事業を理解してもらうことと，文化財の保存活用及び資料の公聞を目

的として， 11召和57年7月l乙第 1回「小さな展覧会」を企画 ・実施し，今回で第 4回を迎え

たのであ ります。

第 1固と第 2回の展覧会は，京都市上京区の旧庁舎で実施し，第 3回は新築された現庁

舎で実施してきました。しかし，会場はいずれも狭く，回を重ねるごとに観覧者が増えて

きていることから，今回からは隣接する向日市文化資料館にお願いして会場の提供を受け

ました。また，第 2固から京都府教育委員会の共催を得，今回は加えて向日市教育委員会

の後援を得ました乙 とで，この「小さな展覧会」が今まで以上に盛況になったことと思い

ます。

この展覧会の開催案内送付先は，府下の市町村教育委員会 ・文化財関係機関(関係者)

及び学校等であるが，事前に報道機関にも発表 しました。特に今回の観覧者の中に，テレ

ビをみて来たという一般の方が多くおられた。 ちなみに期間中の観覧者総数は， 1，312名

で，第 1回の330名 ・第2回534名 ・第 3回673名をしのぐ多数の人が観覧され，予想をは

るかに上回り，関係者の一員として大変うれしく思っている次第です。

第 4 回 小 さ な 展覧会会場風景
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第4回「小さな展覧会」を終えて

今回の展覧会開催にあたっては，過去 3回の反省点をふまえ，造物の呼称や，その造物

が古代において，生活上どのように使われていたのか，等の説明を全遺物に付けてみた。

しかし，一般の方では遺物の名称が読みとれない文字や， なじみのない文字もあ り， r)レ

かめ はそう ていぺい

ビ付けがほしかった。」との御意見を聞き，大いに反省させられました(聾 ・蕗 ・提瓶等)。

また，今回初めて展示ケースを使つての実施であったが，京都府立山城郷土資料館の御指

導も受け，今までと迷った本格的な展覧会の感を受けたのは，筆者ばかりではないと思い

ます。また， r小さな展覧会」の「小さな」を除いてもよいのではないかという御意見も

賜りました。しかし，当該年度内の発掘調査で出土したごく一部の遺物を展示しているに

すぎず，現l乙石本遺跡から出土している貴重な資料である木器類や，隼上り古墳から出土

の鉄器類は，保存のための化学的処理に出していると乙ろで，出品できない状況もありま

す。従って，内部では当分ささやかに， r小さな展覧会」として回を重ねて行乙うと話し

ています。

次回からは，今回と同じく向日市文化資料館を会場としで実施できる見通しで，京都府ー

教育委員会及び向日市教育委員会の協力を得ることはもちろん，京都府立丹後 ・111城両郷

土資料館の御協力をお願いしたいと考えています。的-下北部 ・甫部でも開催できれば，更

に広く発掘調査事業や京都府の歴史 ・文化財保護について，一般の御理解が深まることと

思います。

第 4回小さな展覧会会場展示風景(1)
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第 4回 小さな展覧会会場展示風景 (2)

また，今年度は当調査研究センタ 一発足 5周年にあたり ，昭和61年度に実施する「小さ

な展覧会」も第 5回目と， 一つの区切りになります。従って，第5回「小さな展覧会」の

企画も考えねばならないような気がしており ，皆様方の御意見等を賜われば幸いです。

なお，京都府立山城郷土資料館では 9月7日から10月6日まで 「発掘成果速報一昭和

59年度の調査から 」と題して乙の展覧会に出展した遠物と，京都府南部の遺跡から出土

した造物を加えて企画展を開催されている乙 とを 報 告 し ま す 。 ( 長 関 和男)
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センターの動向 (60.6"'8)

1できごと

6. 10 京奈ノfイパス関係遺跡 (綴喜郡田辺

町)発掘調査開始

6. 13 全国埋蔵文化財連絡協議会近畿ブロ

ック会議一於和歌山県高野町一出席

(荒木事務局長，堤調査課長)

6.14 小金岐 4号墳(亀岡市)発掘調査開始

~8. 9 

6. 19 長岡京跡右京第194次調査(長岡京市)

開始~8. 2 

6. 20 昭和59年度会計監査実施さる。

6. 21 青野遺跡(綾部市)発掘調査開始~8.6

6.26 第13回役員会及び理事会開催一於パ

レスサイドホテノレー福山敏男理事長，

樋口隆康副理事長，岸俊男，佐原

真，藤井 学，中沢圭二，原口正三，

足利健亮，藤田折浩，井上裕雄，東条

寿各理事，荒木昭太郎常務理事出席

6. 28~29 全国埋蔵文化財法人連絡協議会

総会一於茨城県水戸市一出席(荒木事

務局長，富田嘱託，杉江嘱託)

6.29 侠西省文物保護考察団(許汝州団長

以下9名)来所

7. 5 長岡京跡右京第193次調査(長岡京市)

開始~8. 22 

7. 18 下畑遺跡(与謝郡野田川町)発掘調査

関係者説明会実施

7. 19 下畑遺跡(与謝郡野田川町)発掘調査

終了5.20~ 

理事協議会開催一於当調査研究セン

センターの動向

ター研修室一福山敏男理事長，樋口隆

康副理事長，川上貢，足利縫亮，原

口正三各理事，荒木昭太郎常務理事出

席

7. 26 木津川河床遺跡(八幡市)発掘調査関

係者説明会実施

7.31 長岡京跡右京第 194次(長岡京市)発

掘調査関係者説明会実施

8. 5 長岡京跡左京第 124次(向日市)発掘

調査関係者説明会実施

味方遺跡(綾部市)発掘調査開始

8. 6 青野遺跡(綾部市)発撫調査関係者説

明会実施

8. 12 長岡京跡右京第 193次(長岡京市)発

掘調査関係者説明会実施

8.17~18 第四回埋蔵文化財研究会一於島

根県松江市一出席(原口理事，辻本主

任調査員， 小山，小池， 竹原， 村尾，

森下， 荒川， 三好各調査員)

8. 23 近畿自動車道舞鶴線関係遺跡，仁田

城跡(福知山市)発掘調査関係者説明会

実施

8. 28 千代川遺闘第10次(亀岡市)発掘調査

開始

8.29 小金岐 4号墳(亀岡市)発掘調査関係

者説明会実施

8. 30 上中遺跡(北桑田郡京北町〕発抑調査

関係者説明会実施

長岡京跡左京第 124次(向日市)発掘

調査終了5.8~
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京都府埋蔵文化財情報第17号

2.普及啓発事業

5. 30~6. 9 亀岡市教育委員会主催「亀岡

市30年の歩みと伝統産業展」に，医王

谷 3号墳出土遺物92点、を出品協力

6.30 r京都府埋議文化財情報』第16号刊

行

7. 2~1 1. 13 福知山市教育委員会主催特

別展「大内城」展

7. 12~9. 10 京都府立丹後郷土資料館主催

「祈 りの遺跡一丹後の古代信仰一」展

に，古殿遺跡出土遺物を出品協力

7. 13 第28回研修会一於京都社会福祉会館

一開催(発表者及び題名)佐藤晃一 「加

悦町の埋蔵文化財保護と調査研究の現

状」玉村登志夫「京都市の埋蔵文化財

保護と調査研究の現状」山中 章「向

日市の埋蔵文化財保護と調査研究の現

状J近藤義行「城陽市の埋蔵文化財保

護と調査研究の現状」

8. 20~9. 1 第4回「小さな展覧会」 一於

向日市文化資料館研修室一開催，参観

者1，312名

8. 24 第29回研修会於向日市市民会館一

開催(発表者及び題目)藤原敏晃 「福知

山市奥谷西遺跡の遺構・遺物について」

小池 寛「隼上り古墳 ・隼上り遺跡出

土の遺物について」田代 弘「小金岐

1号墳について」

8. 25 口丹波史談会において堤調査課長

「亀岡のあけぼの」講演
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受贈図書一覧

受贈図書一覧 (60.6-----8) 

(財)岩手県埋蔵文化財センター |岩手の遺跡，考古遺物資料集第 5集，紀要V(昭和59年度)，曲田

(財)いわき市教育文化事業団

(財)茨城県教育財問

(財)群馬県埋蔵文化財調査事業

団

大宮市遺跡調査会

(財)千葉県文化財センター

(財)市原市文化財センター

(財)茂原市文化財センター

東北新幹線中里遺跡調査会

武蔵国分寺関連遺跡調査会

石川県立埋蔵文化財センタ ー

山梨県埋蔵文化財センター

遺跡発掘調査報告書(第 1分冊 ・第2分冊)，黄金堂遺跡発掘調査報

告書，小井田皿遺跡発掘調査報告書，川口 I遺跡発掘調査報告書，

川口H遺跡発掘調査報告書，川内遺跡発掘調査報告書，岩手県埋蔵

文化財発掘調査略報

日吉下遺跡，四郎作遺跡

年報4 昭和59年度，大谷津A遺跡(上〕 ・(下)， 奥ILIB遺跡 ・奥山

下根遺跡，南三島遺跡1・2区(上)・(下)

小町田遺跡，女堀，薮田遺跡

西大宮バイパスぬ 1• Nu 2遺跡，原遺跡，宮ケ谷塔貝塚，東北原遺

跡

研究連絡誌第9号~第13号，縄文時代(1)，芦田台 1・2号塚，蔵

書目録 1，佐倉市タ Jレカ作遺跡，東関東自動車道埋蔵文化財調査報

告書 T，栄町大畑 ト 2遺跡，主要地方道成田松尾線II，千葉市種

ヶ谷津遺跡，新東京国際空港埋蔵文化財発掘調査報告書V，主要地

方道成田安食線道路改良事業地内埋蔵文化財調査報告書 1，常磐自

動車道埋蔵文化財調査報告書ill，船橋市八木ヶ谷遺跡，千葉市主主輪

遺跡，研究紀要9，千葉市村田服部遺跡，東総用水，八千代市北海

道遺跡，君津市九十九坊廃寺日l上確認調査報告書，竜角寺古墳群発掘

調査報告書第3次，千葉県中近世城跡研究調査報告書第5集，千

葉県埋蔵文化財発掘調査抄報昭和58年度，主要地方道成田安食線

道跡改良工事(住宅宅地関連事業)地内埋蔵文化財発掘調査報告書

池ノ谷遺跡 ・福増遺跡

小林西之前遺跡

中里遺跡 1，同日

武蔵国分寺跡発掘調査報告

石川県立埋蔵文化財センタ一年報第 5号， 昭和59年度県営ほ場整

備事業 ・県営公害防除特別土地改良事業関係埋蔵文化財調査概要，

中島町宮前熊甲神社遺跡 ・土川遺跡，鶴来町白山遺跡 ・白山町墳墓

群(ill)，門前町道下元町遺跡，金沢市北安江遺跡，北塚遺跡群

妻神遺跡 ・真福寺遺跡 ・手古松遺跡 ・市川北遺跡 ・勝沼氏館跡 ・藤

岱遺跡，飯田一丁目遺跡，銚子塚古墳附丸山塚古墳

(財)長野県埋蔵文化財センター |長野県埋蔵文化財センタ一年報 1
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県営かんがい排水事業関連遺跡発掘調査報告書JI-3， ほ場整備関

係遺跡発掘調査報告書X-5-2，同XII-7，横土井(観音寺)遺跡発掘調

査報告書，県道木部野洲線 ・県道大津能登川長浜線交通安全施設工

事関連埋蔵文化財調査報告書 1，湖岸堤管理用道路(南山田工区)建

設に伴う埋蔵文化財試掘調査報告書，余呉町埋蔵文化財発掘調査報

告書 1，服部遺跡発掘調査報告書V，薬師堂遺跡発掘調査報告書

発掘調査規程，埋蔵文化財発掘調査仕様書

(財)東大阪市文化財協会紀要 1，匙る河内の歴史，若江北遺跡，

高井田遺跡第 2・3次調査報告，(財)東大阪市文化財協会年報 1983

年度

和泉丘陵内遺跡調査会 | 和泉丘陵内遺跡発掘調査概要N

(財)鳥取県埋蔵文化財センター |里仁古墳群

京都府埋蔵文化財情報第17号

(財)滋賀県文化財保護協会

(財)大阪府埋蔵文化財協会

(財)東大阪市埋蔵文化財協会

岡山県古代吉備文化財センター |岡山県埋蔵文化財発掘調査報告 59~61

広島県立埋蔵文化財センタ ー | 下本谷遺跡第6次発掘調査概報， 亀山遺跡第4次発掘調査概報，

石鎚権現遺跡群発掘調査報告 C地点，備後国府鋤

(財)広島県埋蔵文化財調査セン

ター

山口県埋蔵文化財センター

(財)北九州市教育文化事業団埋

蔵文化財調査室

平賀町教育委員会

陸前高田市教育委員会

水沢市教育委員会

井川町教育委員会

石岡市教育委員会

栃木県教育委員会

小見川町教育委員会

石神製鉄遺跡，上白神谷遺跡発掘調査報告書，小塚八幡神社前古墓

発掘調査報告書，五反田第1・2号古墳発掘調査報告書，大官遺跡

発掘調査報告書兼代地区 1， 大槙遺跡群，笹利迫悶遺跡発掘調査

報告書，須賀谷古墳群 ・畳谷東遺跡発掘調査報告書，三段田城跡発

掘調査報告書，行年遺跡発掘調査報告書，石鎚権現遺跡群・茜ケ峠

遺跡発掘調査報告書，年報 I

穴観音古墳

馬場山遺跡第B ・C・D地点，伊川遺跡，埋蔵文化財調査室年報1，

白岩西遺跡，下吉田遺跡，愛宕遺跡 1，勝円遺跡 C地点，長野E

遺跡調査報告書

唐竹遺跡発掘調査報告書

貝畑貝塚発掘調査概報，中沢浜貝塚発掘調査概報 I

水沢遺跡群範囲確認調査昭和59年度発掘調査概報，胆沢城

大野地遺跡第 1次調査概報

石岡市の文化財

栃木県埋蔵文化財保護行政年報，上欠遺跡，谷館野西遺跡，下野国

分寺跡 1，下野国府跡Vl，那須官街関連遺跡発掘調査報告，何山神

社跡遺跡，上三川高校地内遺跡調査報告，自治医科大学周辺地区，

一般国道4号改築工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書，御城田

千葉県小見川町埋蔵文化財分布地図，大塚山古墳測量調査報告書，

。。



東京都教育委員会

東京都北区教育委員会

狛江市教育委員会

富山県教育委員会

入善町教育委員会

立山町教育委員会

加賀市教育委員会

小松市教育委員会

韮崎市教育委員会

境川村教育委員会

松本市教育委員会

多治見市教育委員会

愛知県教育委員会

滋賀県教育委員会

野洲町教育委員会

日野町教育委員会

草津市教育委員会

水口町教育委員会

泉佐野市教育委員会

堺市教育委員会

羽曳野市教育委員会

八尾市教育委員会

兵庫県教育委員会

受贈図書一覧

増田長峰遺跡発掘調査報告書，十老山古墳発掘調査報告書

東京の遺跡

田端不動坂遺跡

岩戸八機神社遺跡，主入上遺跡，狛江市の古墳(1 )， 和泉遺跡 ・原南

遺跡，箕和国北久保遺跡

都市計画道路七美 ・太閤山 ・高岡線内遺跡群発掘調査概要(3)，北陵

自動車道遺跡調査報告朝日町編 2，昭和59年度富山県埋蔵文化財

調査一覧，富山県小杉町 ・大門町小杉流通業務団地内遺跡群第 7次

緊急発掘調査概要

じようべのま遺跡 C 'K地区の調査一， じようべのま遺跡発掘調

査概報(8)

野沢狐幅遺跡発掘調査概報

藤ノ木遺跡、

戸津

中田小学校遺跡

物見塚遺跡

松本市島内遺跡群，松本市赤木山遺跡群 1，推定信濃国府，総本市

島立南栗 ・北栗遺跡 ・高網中学校遺跡条皇的遺構

西坂遺跡C地点(第皿次)発掘調査報告書，小名田西ケ洞1号窯発掘

調査報告書，赤坂 1号窯発掘調査報告書

愛知県古窯跡群分布調査(N)

滋賀県文化財調査年報昭和57年度

野洲町内遺跡群発掘調査概要昭和59年度，野洲町内遺跡分布調査

報告畜，久野部遺跡発掘調査概要，昭和58年度野洲町遺跡群発掘

調査概要，昭和56年度三堂 ・野々宮遺跡他発掘調査概要報告書

日野町埋蔵文化財発掘調査報告書第2集

花摘寺廃寺発掘調査報告書

柏木北山塚

泉佐野市埋蔵文化財分布調査概要 1，泉佐野市埋蔵文化財発姻調査

概要V，湊遺跡-84-2区の調査一，船岡山遺跡B地点発掘調査報

告書-84-3区の調査一

堺市文化財調査報告第20集，四ツ池遺跡ーOB87・88ー陶邑 ・陶器

山地区250号窯

古市遺跡群VI

八尾市内遺跡昭和59年度発掘調査報告書，八尾市文化財紀要 I

兵庫県埋蔵文化財調査年報昭和57年度，養久山42・43号墳，松ノ
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神戸市教育委員会

明石市教育委員会

加古川市教育委員会

龍野市教育委員会

赤穂市教育委員会

西紀 ・丹南町教育委員会

加東郡教育委員会

奈良市教育委員会

天理市教育委員会

鳥取市教育委員会

岡山県教育委員会

広島市教育委員会

山口県教育委員会

福岡県教育委員会

宇佐市教育委員会

鹿児島県教育委員会

東北歴史資料館

目立市立郷土博物館

群馬県立歴史博物館

千葉rl1JJU曽利貝塚博物館

山武考古学研究所

流山市立博物館

大田区立郷土博物館

(財)出光美体法自

神奈川県立博物館

鎌倉考古学研究所

本古墳群，大森谷遺跡，前東代遺跡

梢 ・荒田町遺跡発掘調査報告書

魚住古窯跡群発掘調査報告書

カンス塚古墳，西条廃寺

片吹遺跡

史跡赤穂、城跡本丸発掘調査報告書E

丹波国大山荘現況調査報告 I

穂積 ・高町遺跡

奈良の文化財 Nu3，平城京出土車FlL型式一覧 1，平城京左京二条

ニ坊十二坪，平城京東市跡推定地の調査JIl， 市道九条線関係、遺跡発

担調査概報(血)， 奈良市埋蔵文化財調査報告書 H百和59年度

天理市埋蔵文化財調査概報

桂見墳墓ll?f

岡山県埋蔵文化財報告15

岡谷遺跡 ・狐ガ城古墳発掘調査報告，池の内遺跡発掘調査報告

都町北遺跡，よみがえる弥生のムラ，小出遺跡，長門深川古吉宗，奥

正権寺遺跡日 ・大崎岡古墳群 ・大崎遺跡，大井大寺廃寺

夜須地区遺跡群ll，浜山 ・千鳥遺跡，蒲田部木原遺跡，石崎曲リ回

遺跡(皿)， 穴ケ葉山古墳群，塚堂遺跡N(第 1分冊 ・第 2分冊)， 三

雲遺跡南小路地区編，西新町遺跡，東小田遺跡群，東・太田遺跡、

御幡遺跡(ll)・高森城跡(ll)

王子遺跡，長浜金久遺跡，成岡遺跡日， 国分 ・隼人テクノ ポリス建

設地区埋蔵文化財分布調査報告書

多賀城と古代東北

目立市郷土博物館収蔵品資料目録第 3集，年報第6号，目立市郷

土博物館紀要 5

群馬県立歴史博物館調査報告書第 1号， 群馬県立歴史博物館紀要

第 6号

貝塚博物館紀要第12号

新堀遺跡発掘調査報告，南かんみよう遺跡、発釦i調査報告書

流山市立博物館年報 lも7，埴輪

埋もれていた日用品の美

出光美術館館報50

神奈川県立博物館研究報告 第11号

白山遺跡，台山藤源治遺跡
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福井県立朝倉氏遺跡資料館

土岐市美濃陶磁歴史館

浜松市博物館

名古屋市博物館

名古屋市見靖台考古資料館

豊橋市美術博物館

大阪城天守閣

堺市博物館

柏原市歴史資料館

神戸市立博物館

西宮市立郷土資料館

奈良国立文化財研究所

鳥取県立博物館

徳島県博物館

九州歴史資料館

東洋大学文学部史学研究室

日本大学史学会

立正大学文学部考古学研究室

大阪大学園史研究室

神戸女子大学史学会

天理大学博物館学研究室

岡山大学埋蔵文化財調査室

受贈図書一覧

一乗谷朝倉遺跡 XV!， 豊原寺跡V(推定)僧房跡発掘調査概報，朝倉

氏遺跡資料館紀要 1984

高根山古窯跡群

地蔵平遺跡範囲確認調査報告書，瓦屋西C古墳群 ・瓦屋西日遺跡範

囲確認調査報告書， 下滝遺跡

古墳時代の馬具

年報N，鳴海廃寺発掘調査概要報告書，第E次瑞穂遺跡発掘調査概

要報告書，込高新田堤防発掘調査概要報告書，第H次呼続遺跡発掘

調査概要報告書，富士見町遺跡発掘調査概要報告書，尾張元興寺跡

第 I次発掘調査概要報告書， NN311号古窯跡発掘調査報告書， 旧

名古屋城下町遺構発掘調査概要報告書(ill)，同(IV)，第E次幅下小

学校遺跡発掘調査概要報告書

四ツ塚3号墳 ・4号墳発掘調査報告書

大阪城天守閣紀要第13号

堺の遺跡と出土品

大県 ・大県南遺跡，大県南遺跡，本郷遺跡 ・玉手山遺跡

研究紀要第2号，神戸市立博物館年報陥 2，館蔵品目録地図の部

2，同考古 ・歴史の部2，同 美術の部2

西宮市立郷土資料館図録，西宮の歴史と文化

遺跡整備資料N，奈良国立文化財研究所年報 1984，法隆寺発掘調

査概報II，同ill，甲斐寺本廃寺 1，同II，平城宮発掘調査出土木簡

概報(18)，平城京右京一条北辺四坊六坪発掘調査報告，平城京左京

四条二坊十五坪発掘報告，平城京左京八条一坊三・ 六坪発掘調査報

告書，昭和59年度平城宮跡発掘調査部発掘調査概報

郷土と博物館第30巻第2号

忌部山古墳群

大宰府史跡出土木簡概報(二)

白山史学第21号，東洋大学文学部紀要第38集

史叢第35号

奈良地区遺跡群発掘調査報告

長法寺南原田

神女大史学第3号

小丸古墳群

岡山大学構内遺跡調査研究年報 1，同 2，岡山大学構内遺跡発掘調

査報告第 1集
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京都府埋蔵文化財情報第17号

広島大学文学部帝釈峡遺跡群発

掘調査室

宮崎大学

東邦大学附属東邦高等学校考古

学研究会

朝鮮学会

(財)古代筆協舎

広島考古学研究会

京都市壊蔵文化財調査センター

京都府教育委員会

向日市教育委員会

長岡京市教育委員会

字治市教育委員会

八幡市教育委員会

笠置町教育委員会

宮津市教育委員会

岩滝町教育委員会

京都府立丹後郷土資料館

京都府立山城郷土資料館

京都府立総合資料館

京都市歴史資料館

平安博物館

京都大学埋蔵文化財センター

京都大学構内遺跡調査会

(財〉京都府文化財保護基金

泉森 校

稲 垣 晋 也

井上定清

帝釈峡遺跡群発掘調査室年報VII

宮崎大学埋蔵文化財調査報告 I

東邦考古 6，同 9，同10，高野台遺跡発掘調査報告書，佐倉市吉見

合遺跡発掘調査概要E

朝鮮学報第115輯

古代文化第37巻第 6 号~8号

草戸千軒町遺跡，草戸千軒

ケシ山窯跡群発掘調査概要報告

埋蔵文化財発掘調査概報 1985，東寺観智院金剛蔵聖教目録16~20，

本能寺古文書目録， 重要文化財三宝院宝鐙印塔修理工事報告書，

重要文化財妙心寺仏殿修理工事報告書，京都の文化財第三集

向日市埋蔵文化財調査報告書第16集，同 第17集

掘りお乙した郷土史

大鳳寺跡第5次発掘調査概報

平野山瓦窯跡発掘調査概報

史跡及び名勝笠置山保存管理計画策定報告書

官津市の指定文化財

岩滝町文化財調査報告第7集

丹後郷土資料館報第6号，祈りの遺跡一丹後の古代信仰一

山城郷土資料館報第3号

中世の京都，中世の寺院

京都市歴史資料館紀要第 2号，京都市歴史資料館年報ぬ3

太山寺坊院跡発掘調査報告，宿布古墳群，平安京朝堂焼跡，平安京

高倉宮 ・曇華院跡，平安京左京七条三坊五町，平安京左京八条三坊

二町，平安宮推定大極殿跡，堺市紬松南高岡遺跡，三条西殿跡，古

代文化第35巻第8号，同第36巻第 1号，奈具岡遺跡発掘調査報告書，

本庄町遺跡発掘調査報告書，寺田遺跡発掘調査報告書

京都大学埋蔵文化財調査報告E

京都大学北部構内BJ31区の調査

京都の美術工芸京都市内編上

大和を掘る

古代の隅木釜瓦，山岳信仰の遺宝

大阪文化誌第18号
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受贈図書一覧

置 問雅昭 大和の国と天理の歴史

神谷 正 弘 水源地遺跡発掘調査報告

菊地敏記 上野塚古境，中村遺跡

久保哲正 恭仁宮跡昭和59年度発掘調査概要(抜刷)

関 秀夫 経塚

関口功 一 史跡上野国分寺跡発掘調査概要 5，古代史研究第 3号，同第4号
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一編集後記一

ようやく暑い夏も過ぎ，しのぎやすい季節になりました。「情報J

第17号をお届け します。

今回は，福知山市の薬王寺古墳群の発掘調査概要を中心に掲載し

ました。本文lともありますよう に，同古墳群から組合式箱式石棺を

検出しており，京都府下でも珍しい例といえます。

また，本号も資料紹介を掲載しました。木津川河床遺跡から出土

した円窓付土器について紹介していますが，乙れも珍しい出土例で

すので，よろしく御味読下さい。

(編集担当=土橋 誠)
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